
（単位：千円）

令和６年度 令和５年度 比較（A-B） 増減率(％)

A B C C／B

歳 入 内 訳 歳 出 内 訳
　(目的別）

国 ・ 県 支 出 金 6,179,815 千円（構成比 23.6 ％，対前年度比較 △ 261,717 千円） 民 生 費 9,209,796 千円（構成比 36.7 ％，対前年度比較 908,367 千円）

市 税 5,941,495 千円（構成比 22.7 ％，対前年度比較 △ 165,733 千円） 教 育 費 5,244,403 千円（構成比 20.9 ％，対前年度比較 981,249 千円）

地 方 交 付 税 5,071,975 千円（構成比 19.4 ％，対前年度比較 323,381 千円） 総 務 費 2,550,878 千円（構成比 10.2 ％，対前年度比較 232,128 千円）

市 債 3,010,800 千円（構成比 11.5 ％，対前年度比較 △ 1,165,400 千円） 衛 生 費 2,087,003 千円（構成比 8.3 ％，対前年度比較 △ 2,113,788 千円）

繰 入 金 1,694,863 千円（構成比 6.5 ％，対前年度比較 △ 3,730 千円） 公 債 費 1,737,685 千円（構成比 6.9 ％，対前年度比較 18,673 千円）

繰 越 金 469,687 千円（構成比 1.8 ％，対前年度比較 △ 24,585 千円） 土 木 費 1,534,692 千円（構成比 6.1 ％，対前年度比較 △ 339,001 千円）

そ の 他 3,828,992 千円（構成比 14.5 ％，対前年度比較 553,026 千円） そ の 他 2,741,367 千円（構成比 10.9 ％，対前年度比較 △ 679,502 千円）

合 計 26,197,627 千円（構成比 100.0 ％，対前年度比較 △ 744,758 千円） 合 計 25,105,824 千円（構成比 100.0 ％，対前年度比較 △ 991,874 千円）

　(性質別） （単位：億円）

投 資 的 経 費 5,209,293 千円（構成比 20.7 ％，対前年度比較 △ 1,689,647 千円）

扶 助 費 4,892,685 千円（構成比 19.5 ％，対前年度比較 323,973 千円）

人 件 費 4,026,721 千円（構成比 16.0 ％，対前年度比較 245,281 千円）

物 件 費 3,199,058 千円（構成比 12.7 ％，対前年度比較 △ 110,621 千円）

補 助 費 2,932,184 千円（構成比 11.7 ％，対前年度比較 65,703 千円）

公 債 費 1,737,685 千円（構成比 6.9 ％，対前年度比較 18,673 千円）

積 立 金 509,921 千円（構成比 2.0 ％，対前年度比較 187,645 千円） ※令和７年度見込は、執行状況を踏まえた過去の実績（減額補正）による予測値です。

そ の 他 2,598,277 千円（構成比 10.5 ％，対前年度比較 △ 32,881 千円）

合 計 25,105,824 千円（構成比 100.0 ％，対前年度比較 △ 991,874 千円）

（単位：％）

早期健全化

基　準

（単位：千円）

※ 各種指標は現在国・県において内容確認中であり、確定数値ではありません。

※ 「決算に係る主要な施策の成果に関する報告書」Ｐ１３参照

（単位：千円）

－ －

一般会計

歳 出

令和６年度　館山市決算概要

一般会計

歳 入 261億9,762万7千円

28.2 21.9 17.0 11.4

令和６年度

251億582万4千円 一　般  会　計

財政調整基金保有額推移

△ 2.8

-

１　決算規模及び実質収支

29.3247,116

実 質 収 支 （ ③ － ④ ）

△ 3.8△ 991,87426,097,69825,105,824

形 式 収 支 （ ① － ② ＝ ③ ）

36.1270,565749,062

歳 出 総 額 （ ② ）

844,6871,091,803

区 分

令和４年度

1,019,627

△ 24.5△ 23,44995,62572,176翌 年 度 へ の 繰 越 財 源 （ ④ ）

令和７年度

見込

資 本 的 収 入 及 び 支 出

△ 744,75826,942,38526,197,627歳 入 総 額 （ ① ）

２　市債　残高

　令和６年度末 市債残高 228億2,985万円（前年度比　＋13億7,848万円　+6.4％）

○館山中学校整備事業などによる増

３　基金　現在高

　令和６年度末 基金現在高  51億1,363万3千円（前年度比 △7億3,002万8千円 △12.5％）

　うち、財政調整基金現在高 17億176万8千円（前年度比 △4億8,826万2千円 △22.3％）

○財政調整基金のほか、庁舎等建設基金などの特定目的基金を取崩したことなどによる減

※ 「決算に係る主要な施策の成果に関する報告書」Ｐ１４～１５参照

－ －

7.1 6.8 0.3

70.7 51.1 19.6

△ 4.9 △ 5.6

375,348

523,727

連 結 実 質 赤 字 比 率

令和５年度区 分

△ 6.3

42,932

524,148 △ 148,800

国 民 健 康 保 険 5,758,599

後 期 高 齢 者 医 療 948,928

介 護 保 険 6,672,873

支出 差引収支

947,968 960

6,398,893

実 質 公 債 費 比 率

特　別  会　計

会 計 名 歳入決算額 歳出決算額 形式収支

下 水 道 事 業 会 計

区 分 収入

566,659

273,980

5,579,781 178,818

収 益 的 収 入 及 び 支 出

財 政 調 整 基 金 残 高 （ 保 有 額 ）

増 減 等

各 種 財 政 指 標

（ 資 金 繰 り の 危 険 度 を 表 す ）

各 種 指 標

将 来 負 担 比 率

（ 将 来 の 財 政 運 営 の 危 険 度 を 表 す ）

令和６年度 令和５年度 増　減

25.0

350.0

（ 財 政 運 営 の 弾 力 性 ）

13.07
実 質 赤 字 比 率

（ 普 通 会 計 の 赤 字 比 率 ）

経 常 収 支 比 率
97.4 94.7 2.7

18.07
（ 全 会 計 の 赤 字 比 率 ）

国・県支出金

23.6

市税

22.7
地方交付税

19.4

市債

11.5

繰入金

6.5

繰越金

1.8
その他

14.5

歳入（構成比） 単位：％

民生費

36.7 

教育費

20.9 

総務費

10.2 

衛生費

8.3 

公債費

6.9 

土木費

6.1 

その他

10.9 

歳出（目的別構成比） 単位：％

【 館山市情報提供 】

令和７年８月２９日 総務部 行革財政課

担当者：鈴木 連絡先：0470-22-3291

【 主な増減理由 】

〇 国県支出金（生産拠点漁港市場機能強化事業補助金の減）

○ 市税 （定額減税の実施による市民税の減、

家屋及び償却資産の評価額の減少などによる固定資産税の減）

○ 地方交付税（普通交付税の増）

○ 市債 （清掃センター基幹的設備改良事業、

食のまちづくり拠点施設整備事業の終了などによる減）

〇 繰越金 （繰越金の減）

〇 その他 （ふるさと納税寄付の増）

※「決算に係る主要な施策の成果に関する報告書」Ｐ５～７、Ｐ９参照

【 主な増減理由 】

（目的別）

○ 民生費 （住民税非課税世帯等給付金、公私連携幼保連携型こども園の設置による

就学前教育・保育施設整備等補助金の増）

○ 教育費 （館山中学校整備費の増）

○ 総務費 （ふるさと納税返礼品、電算システム等システム改修委託料の増）

○ 衛生費 （清掃センター基幹的設備改良事業費の減）

○ 土木費 （都市計画道路新設改良工事費の減）

（性質別）

○ 投資的経費（清掃センター基幹的設備改良事業費、食のまちづくり拠点施設整備事業、

生産拠点漁港市場機能強化事業補助金の減）

○ 扶助費 （住民税非課税世帯等給付金の増）

○ 人件費 （職員給料の改定、会計年度任用職員の処遇改善による増）

○ 物件費 （地方創生臨時交付金事業（お米券配布）の減）

○ 積立金 （減債基金積立金の増、学び舎みらい基金の新設による増）

※「決算に係る主要な施策の成果に関する報告書」Ｐ８、１０～１１参照
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